
新型コロナウィルス感染防止対策確認票（ホール系／大・中・小ホール、展示室、第２展示室） 2021年11月25日更新
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＊　私は施設利用にあたり、上記の項目及び「所沢ミューズ感染拡大防止ガイドライン」を遵守し感染拡大防止を徹底いたします。

：

　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

団体名 ： 代表者名 署　　　名

□ 備品利用に伴う感染リスクの回避
備品を取り扱う人を限定する

多くの方が手の触れる箇所（机天板等）の消毒

ケイタリングに伴うリスクの回避 食器類は使い捨ての物（紙製など）を使用する

□ 参加者等の直行・直帰を確保するための必要な周知・呼びかけ □
ミューズには直接お越しいただき、終了後は速やかに帰宅するよう促す（事前；ちらしに掲載、当日；影アナウンスで呼びかけ等）

方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 人が滞留しない（十分な距離＜１ｍ以上＞を確保する）ための工夫
仕込み・リハーサル・撤去時間を十分に確保

来場者の入退場時間・休憩時間を十分に確保

【要請事項】　感染防止を徹底するため協力をお願いする事項

感染防止対策項目 具体的な実施方法

来場者・運営スタッフ・出演者等の健康管理 お出かけ前の検温の実施と周知　（利用当日の検温の有無：　あり　・　なし　）

接触確認アプリの活用 厚生労働省「COCOA」及び埼玉県「LINEコロナお知らせシステム」に必ず登録する

　　　　　　 　　⇒　□ 人と人との距離を１ｍ以上確保　（方法：

□ 入場時のチケットもぎりにおける感染リスクの回避
　①　係員がチケットを目視で確認し、来場者自身がもぎって所定の箱に入れる。

　②　係員がもぎる場合は、マスク・手袋を着用　＊不織布マスクの着用を推奨

□ プログラム・チラシ・パンフレット類配布時の感染リスクの回避
　①　平置きしたプログラム等を来場者自身にお取りいただく

　②　手渡しする場合は、マスク・手袋を着用　＊不織布マスクの着用を推奨

　　　　　　 　⇒　□ 人と人との距離を１ｍ程度確保　（方法：

　②　来場者による大声での歓声、声援、唱和、激しい呼気を伴う運動等が想定される

　　　 【入場者数の上限について】

　　　　⇒ □　大・中・小ホールの場合　／　配席可能数の５０％（　　　　     人）　※原則、指定席とし、１席以上空ける

　　　　　　 　　⇒　□ 指定席　　□ 自由席 （５０％確保の方法：

　　　　⇒ □　展示室・第２展示室の場合　／　定員の５０％（　　　　　 　人）

　　 ガイドライン」に掲げた対策を講じること 　　　　 □　大・中・小ホールの場合　／　配席可能数の１００％　※原則、指定席

　　　　　　　 ⇒　□ 指定席　　□ 自由席

　　　　 □　展示室・第２展示室の場合　／　定員の１００％

　　　 【想定されない理由】

　　　　 □ 想定される利用内容ではない　　□ 対応策を講じるため（対応策：

□　右記のいずれの場合においても「所沢ミューズ感染拡大防止 　　　 【入場者数の上限について】

イベントに関する埼玉県の感染防止策チェックリストの公表等への対
応

県の感染防止策チェックリストをホームページやSNS等で公表し、作成したリストはイベント終了日から１年間保管する

【選択式必須事項】
感染防止対策項目 具体的な実施方法　（①②のいずれかを選択）

利用内容に応じた入場者数の制限 　➀　来場者による大声での歓声、声援、唱和、激しい呼気を伴う運動等が想定されない

関係者の感染防止対策の実施
＊マスクの常時着用（不織布マスクを推奨）　＊こまめな手洗い・手指消毒　＊ソーシャルディスタンス（１ｍ以上）の確保
＊大声を出さず会話を控える　＊発熱時や体調不良時の来館控え

□
飲食に関する要請事項への対応
　○ソーシャルディスタンスの確保、飲酒の機会を設けない　など

飲食を主目的とした施設利用ではない

他グループとの相席を避け、テーブルの間は、アクリル板などで区切るか、できるだけ１ｍ以上空ける

飲食時にマスクを外す際は、会話を控えるよう周知する

 飲酒の機会はない

□ 参加者情報の把握
※取得の際は「必要に応じて保健所等に情報提供すること」を告知する
　 こと、また、取得した情報は、漏洩防止策を講じて１ヶ月程度保管し、
   その後、確実な方法で廃棄すること（ミューズへの提出不要）

「来場者・運営スタッフ・出演者等の氏名・連絡先」を取得する

(取得方法：

□ 次の方への来場自粛要請と入場制限
　○発熱（平熱より明らかに高い、もしくは37.5℃以上）　がある
　○体調がすぐれない（咳、全身倦怠感など）
　○新型コロナウィルス感染症陽性とされた方、及び濃厚接触者
　○過去２週間以内に入国制限、入国後の観察期間を必要とされる
　　 国・地域への訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある

来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する （周知方法：

入口で体温計測を行い、発熱がある方の入場を制限する。（体温計は主催者様でご用意ください）

サイン会、面会、プレゼント、差し入れなどは控える

休憩時等における対面での食事や会話を控える

アークホール内クロークサービスの休止

□ 接触確認アプリの登録案内
厚生労働省「COCOA」及び埼玉県「LINEコロナお知らせシステム」を必ず登録するよう案内する

　（案内方法：

□ 物品販売時及び当日券販売時等の感染リスクの回避

行列時のソーシャルディスタンス（１ｍ以上）の確保を徹底する
　□　立ち位置の目印をつける　　□　整理要員の配置　　□　その他（方法：

見本品を置く場合は多くの方が手を触れないようにする　※展示即売会の場合は、来場者の手指消毒を徹底する

現金、商品等の授受にはトレーを使用する　（　□　手渡しの場合は手袋を使用 ）

□ 関係者及び来場者の感染リスクの回避

客席最前列と舞台前との距離は２ｍ以上とする

来場者と出演者が接触するような演出（ハイタッチなど）をしない

当日券売り場、受付などの対面窓口にアクリル板などの遮蔽物を設置する

大声の抑制など 大声を出している場合は個別に注意。会話は必要最小限に留めるよう案内（案内方法：

こまめな換気の実施 開場時間、休憩時間に扉を開放し、換気を行う（本番時も可能な限り開放）

□ 人が滞留しない（十分な距離＜１ｍ以上＞を確保する）ための工夫
【入退場時の対応】　□ 時間差の入退場　　□ 入退場時の導線の確保　　□ 人員の配置（誘導・声がけ）
【入退場時の対応】　□ その他（内容：

人が密集する場面（行列、舞台上の出演者等）では人との間隔を１ｍ以上空ける

こまめな手指消毒と手洗いの実施 館内設置の消毒液・ハンドソープの使用を来場者に促す（方法：

□ マスクの常時着用の徹底（できるだけ不織布マスクを使用する）
来場者・スタッフ等への事前周知（周知方法：

利用当日の未着用者への個別注意及び予備マスクの準備

利　用　日 利用施設

※下記の「必須項目」「選択式必須項目」の全てにご対応ください。ご対応いただけない場合、ご利用の計画の変更、もしくは取り消しをお願いさせていただきます。

【必須事項】
感染防止対策項目 具体的な実施方法

団  体  名 担当者名 受付担当者印

催　事　名
入場者数


